
 

４ 中部発信 創玄の力  社中だより 

本 年 の テ ー マ で あ る 棟 方 志

功 は 「 世 界 の 棟 方 」 と 呼 ば れ

た 青 森 県 生 ま れ の 版 画 家 で

す 。 陶 芸 家 の 河 井 寛 次 郎 や 浜

田 庄 司 、 民 芸 運 動 の 指 導 者 ・

柳 宗 悦 な ど 、 人 生 で 出 会 っ た

人 々 を 師 と 仰 ぎ ま し た 。

１９４２ 年 、 最 初 の 随 筆 集 『 板

散 華 』 の 刊 行 以 降 は 、 「 版 画 」

を 「 板 画 」 と 記 す と 宣 言 し ま

す 。 １９４８ 年 に 完 成 し た 『 二

菩 薩 釈 迦 十 大 弟 子 』 等 は 、 第

三 回 サ ン パ ウ ロ ・ ビ エ ン ナ ー

レ に お い て 版 画 部 門 の 最 高

賞 を 受 賞 し ま し た 。  

そ の ダ イ ナ ミ ッ ク な 迫 力 あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 61 回 書 玄 展 ・ 第 11 回 公 募 書 玄 展 

テ ー マ 「 棟 方 志 功 －原 始 の 力－ 」 

と き:令和７年４月 15日(火)～20 日（日） 

ところ:愛 知 県 芸 術 文 化 セ ン タ ー ８ 階 Ａ 室 

る 作 品 群 や 、 棟 方 志 功 の 文 章 、 彼 を 取 り 巻 く 人 々 の 言 葉 か

ら 書 玄 会 会 員 一 七 七 名 各 々 が 感 じ た 思 い を 表 現 し ま し

た 。  

更 に 今 回 は 、 愛 知 県 芸 術 文 化 セ ン タ ー ８ 階 の メ イ ン 会 場

で あ る Ａ 室 で の 展 示 で あ り 、 役 員 ・ 会 員 一 同 、 例 年 以 上 に

気 合 い の 入 っ た 展 覧 会 と な り ま し た 。  

会 長 ・ 加 藤 裕 は 、 棟 方 が 日 本 武 尊（ や ま と た け る の み こ

と） の 一 代 記 を 板 画 絵 巻 に し た 『 大 和 し 美 し 』 か ら 、 文 字

と 絵 の 融 合 が 見 事 な 三 部 作 を 披 露 。 表 現 の 幅 の 広 さ が 圧

巻 で す 。 後 藤 啓 太 は 、 河 井 寛 次 郎 が 棟 方 の 大 字 書 「 華 厳 」

を 賛 美 し た 「 棟 方 頌 」 か ら 最 後 の 一 文 を 。 平 野 芳 碩 は 、 棟

方 が 板 画 を 愛 す る 気 持 ち を 書 い た こ と ば 『 ヨ ロ コ ビ ノ ウ

タ 』 を リ ズ ム よ く 書 き 上 げ ま し た 。 阿 部 秀 峰 は 、 棟 方 が  
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 ゴ ッ ホ の ひ ま わ り を 見 て 感 動 し 「 わ だ ば ゴ ッ ホ に な る 」

と 発 し た 言 葉 を 堂 々 と 書 き ま し た 。  

波 の ウ エ ー ブ の よ う に 展 示 し た １３６ 点 の 小 額 作 品 も 唯

一 無 二 の 作 品 揃 い で し た 。  

遠 方 よ り 、 ま た ご 多 用 の な か 御 来 場 い た だ き ま し た 皆 様

に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。 


